
　

ワクチンの効果

救急車両の適正な利用を

応急手当および心肺蘇生法

受診可能な病院がわからない場合

副 反 応 南国市の接種状況

　現在、新型コロナウイルスワクチンの集団接種と、市内６医療機関で個別接種を実施して
います。接種券が届いた方で、接種を希望される場合は、予約してください。
　新型コロナウイルスワクチンは任意接種です。接種を受けていない人に強制した
り、差別的な扱いをすることのないようにしましょう。

救急医療関係者の意識を高めるとともに、救急医療や救急業務に対する国民の正
しい理解と認識を深めることを目的に、毎年９月９日を「救急の日」とし、この日
を含む１週間は「救急医療週間」と定められています。

　救急車は一分一秒の遅れが人命を左右する乗り物です。しかし車両数
には限りがあります。軽いケガや緊急ではない症状の「あなた」が救急車
を呼んでしまうと、本当に救急車を必要とする人
への対応が遅れてしまいます。「あなた」は本当
に救急車が必要ですか？救急車の適正な利用を
心がけてください。

夜間や休日に具合が悪くなったり、ケガをした時
に「救急医療情報センター」へ問い合わせると、
受診可能な医療機関を教えてくれます。年中無休
で、２４時間対応しています。

お子さんが急病の場合には
　子どもの具合が急に悪くなったけど、医療機関
を受診したほうがいいか迷ったときは、「こうちこ
ども救急ダイアル」に電話すると、看護師さんが
相談に応えてくれます。
　相談時間は、午後８時～翌日午前１時までで、
３６５日対応しています。

　南国市内では救急隊が現場に到着するまで約 7 ～ 8 分かかります。命
にかかわる怪我や急病人が発生した場合、あなたの応急手当、心肺蘇生
法で救命率は大きく変わります。救うのは、一番近くの「あなた」の手です。

救急講習日程のご案内
　南国市消防署では、毎月第２水曜日・第３木曜日（共に午前中のみ）
に AED などを利用した心肺蘇生法（胸骨圧迫・人工呼吸）、出血時の
止血法などの応急手当の救急講習を行っています。三密を避けるため受
講人数は、最大 15 名までです。受講希望の方は、講習実施日の一週間
前までにお申し込み下さい。

　南国市が集団接種・個別接種で使用しているワクチンはファイザー社製です。感染症予防の効果と副反応
のリスクの双方について理解したうえで、自らの意思で接種を受けていただいています。
　このワクチンを接種した人は受けていない人よりも発症した人が少ないということが分かっています（発症
予防効果は約 95% と報告されています）。

個別接種
市内 6 医療機関にて月～金曜日の 8 時 30 分～ 16 時 30 分と土曜日の 8 時 30 分～ 13 時 30 分に実施しています。
※医療機関に直接お問い合わせいただいても予約受付や空き状況の確認等はできません。医療機関の業務に支障を
　きたす場合がありますので、直接のお問い合わせはご遠慮ください。予約受付センターか Web で確認できます。

　主な副反応は、注射した部分の痛み、頭
痛、関節や筋肉の痛み、疲労、寒気、発熱
などがあります。
　まれに起こる重大な副反応として、アナ
フィラキシーショックがあります。接種後
に気になる症状を認めた場合は、接種医
あるいはかかりつけ医に相談しましょう。
※これまでに報告された副反応疑い報告な
ど、接種後の副反応（副作用）に関する情報は、
厚生労働省のホームページをご覧ください。

vaccine

新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ

９月９日は救急の日です。９月９日は救急の日です。

■問い合わせ／ 消防本部　 ☎８６３－３５１１

■問い合わせ／ 
　救急医療情報センター　☎８２５－１２９９

■問い合わせ／
　こうちこども救急ダイアル　☎「＃８０００」 
　または　　　　　　　  ☎８７３－３０９０

※１　12歳以上の接種者数には、市外在住の医療従事者や保育施設等の優先接種者
が含まれている。

※２　上記表以外に市内高齢者施設入所者及び従事者計1,311人の２回接種を終えている。

（８月１日現在）

■問い合わせ／南国市コロナワクチン接種相談窓口　☎８６３－5５２３　
 保健福祉センター　☎８６３－７３７３

うち65歳以上
の高齢者

12歳以上の
南国市民 42,770

15,319

13,488

11,711

１回目 　接種率接種対象者 対象者数
接種者数

2 回目 　接種率

31.5%

76.5%

26.3%

70.2%

11,258

10,756

　

■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７
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環 境 課からのお知らせ
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　各ごみの収集日については「南国
市の家庭ごみの分け方・出し方｣をご
覧ください。最新は2021年版です。
市役所総合案内、各支所で配布して
います。
　第○・○曜日が、ご家庭のカレンダー
でいつなのか分かりにくい場合は、
右の表を参考にしてください。
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